
1.令和 3年度図書館事業報告について 

 

(１) 主な事業の実施状況 

月 日 
曜

日 
事  業 場  所 実施状況等 
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17(土) 

～18(日) 

「子ども読書の日イベント」 

■本のおみくじ 
図書館 47 人参加 

17 土 
■かばーる・ほ！のおはなし会 

～仲原小学校おはなし会 かばーる・ほ！～ 

交流館 

多目的ホール 
34 人参加 

7 

25 日 

「おはなし会スペシャル」 

～市内地域文庫 6 団体～ 

■ことば遊び、大型絵本、影絵、歌って踊ろう(ｳｸﾚﾚ･ 

ﾌﾗﾀﾞﾝｽ)、ﾌﾞﾗｯｸｼｱﾀｰ、作って遊ぼ(ﾘｻｲｸﾙ･ｺﾏづくり) 

交流館 

多目的ホール 
58 人参加 

30 金 

「高校生によるおはなし会・あつまれ おはなしの森」 

  ～玄界高等学校 図書委員会（13 人）～ 

■大型紙芝居、絵本の読み聞かせ、クイズ 等 

交流館 

多目的ホール 
34 人参加 
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8 金 

「マダム・フローレンス！夢見るふたり」 上映会 

～図書館名画会×男女共同参画 企画～ 

歴史資料館 

中会議室 
16 人参加 

「布の絵本づくり講座 布の絵本「おおきなかぶ」作り①」 

～布の絵本ボランティア つくしんぼ～ 

歴史資料館 

中会議室 
延 37 人参加 15 金 

「布の絵本づくり講座 布の絵本「おおきなかぶ」作り②」 

～布の絵本ボランティア つくしんぼ～ 

22 金 
「布の絵本づくり講座 布の絵本「おおきなかぶ」作り③」 

～布の絵本ボランティア つくしんぼ～ 

23 土 

「第 27 回図書館まつり」 

■a)どようおはなし会プラス b)布の絵本とふれあおう(展示) 

c)あおむしのストラップをつくろう d)本のおみくじ 

歴史資料館 

中会議室 ほか 

a) 31 人参加 

c) 48 人参加 

d) 42 ｾｯﾄ貸出 
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4 土 

「えいごでおはなし会」 

～オング・メラニー先生（古賀市 ALT）～ 

■日本語でよく知っているおはなしや歌を英語で楽しもう 

交流館 

303・304

和室 

27 人参加 

「ナイトミュージアム＆ライブラリー」 
歴史資料館、 

図書館 
23 人参加 

26 日 

「冬休み小学生プログラミング教室」 

～福岡工業大学 情報工学部 木室義彦教授～ 

■車輪型ﾛﾎﾞｯﾄや手のひらｻｲｽﾞﾄﾞﾛｰﾝを使ったﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

交流館 

多目的ホール 
23 人参加 
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5 土 

「読書ボランティア団体交流会」 

～近畿大学非常勤講師 河井律子氏～ 

■コロナ禍における読書ボランティア活動について 他 

歴史資料館 

中会議室 
11 人参加 

13 日 

暮らしの講座「終活入門 相続編」 

～福岡県司法書士会 福岡東支部 小牟田毅氏～ 

■遺言書の重要性や注意点、作成の方法（練習）  

交流館 

多目的ホール 
44 人参加 
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(2) 月例行事等の実施状況 

事 業 開催日 場 所 実施回数 参加数 
1 回平均 

参加数 

どようおはなし会 

※土曜日(毎月 2 回程度) 

4/10・24、6/26、7/10・17、

10/9、11/13・27、12/11・18、 

1/1５・2２、2／1２・26、3/5・

(3/26)   

歴史資料館 

中会議室 

15 回 

※除く 3/26 
249 人 15.6 人 

赤ちゃんおはなし会 

※第 2 水曜日 

4/14、7/14、10/1３、11/10、

12/8、1/12、2/9、3/9 

歴史資料館 

中会議室 
8 回 106 人 13.3 人 

小さい子のおはなし会 

※第 3 水曜日 

4/21、7/28、10/20、11/17、

12/15、1/19、2/16、3/16 

歴史資料館 

中会議室 
8 回 79 人 9.9 人 

セカンドブック配布 

※毎月 3 歳児健診時 

4/2７、5/2５、6/29、7/27、

8/24、9/28、10/26、11/30、

12/21、1/25、2/22、3/22 

サンコスモ古賀 12 回 1039 人 86.6 人 

名画会 
4/10、7/10、10/8、1１/13、

3/12 

歴史資料館 

中会議室 
5 回 71 人 14.2 人 

子ども映画会 ７/11、12/12、3/19 
歴史資料館 

中会議室 
3 回 56 人 18.7 人 

学校図書館市民開放用一般図書配本（6～2 月） 
古賀東小学校 

舞の里小学校 
8 回 － 
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 (4) 電子図書館サービスの利用状況 

①利用案内 

 【利用対象】市内在住、または市内在勤・在学の方で、有効期限内の利用者カードをお持ちの方 

        （当初は、別途「利用申請(ID、パスワード登録)」が必要でしたが、図書館側でカード 

保有者全ての仮初期設定を行ったため、8 月 7 日からは申請不要でスムーズに利用 

できるようになりました。） 

 【貸出点数】3 点まで 

 【貸出期間】15 日間 

 【貸出延長】1 回まで 

 

②利用状況     ※サービス開始日：令和 3 年 3 月 9 日(火)～ 

 R2 年度 R3 年度 
計 

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 

貸出数(点) 417 390 347 252 260 324 312 171 144 105 238 182 3,142 

ﾛｸﾞｲﾝ数(回) 670 677 669 550 427 561 716 336 352 286 406 486 6,136 

                 臨時休館 

【利用者層】・「40～50 代」の方が最も多く全体の 45%、次いで「60～70 代」：25%、「30 代」：15% 

と続く。一方、若い世代の利用は伸び悩んでいる状況（「小・中学生」「高校・大学生」 

共に 5%程度）。 

【所蔵タイトル内訳(上位 5 分類を計上)】  【貸出内訳(上位 5 分類を計上)】 

類 目 (点)  類 目 主な内容 (点) 

9：文学 1,627  9：文学 小説、物語 737 

K：児童 689  5：技術・工学・工業 料理、手芸 533 

5：技術・工学・工業 381  4：自然科学 医学 316 

4：自然科学 308  7：芸術・美術 工芸、スポーツ 314 

3：社会科学 210  K：児童 小説、絵本、自然科学 265 

￤ ￤  ￤ ￤ ￤ 

総数 3,896  総数  3,142 

 

③電子図書館のメリット、ディメリット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④電子図書館サービスの利用周知 

  参照/［参考写真：※1 参照］ 
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【メリット】  

・24 時間いつでも、手持ちのﾊﾟ ｿｺ ﾝ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ・ 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝから利用できる。～来館せずに利用可～ 

・文字拡大、自動ﾍﾟｰｼﾞ送り、音声読み上げ(一部)

が可能。 

・自動返却で返し忘れがない。 

・書籍の紛失や汚損・摩耗等がない。 

【ディメリット】 

・読むためのｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾈ ｯ ﾄ環境と端末が必要となる。 

・新刊本やﾍﾞ ｽﾄ ｾ ﾗ ｰの取扱いに限りがあり、著者や 

出版社が許可したものに限られる。 

・価格が割高で、ﾗ ｲ ｾ ﾝ ｽの買い直し(貸出総回数や 

貸出期限に制限があるため)が必要なものもある。 

・他の図書館との相互貸借ができない。 



(5) 新型コロナウイルス感染症への対応 

①臨時休館中の取組等 

a)臨時休館期間、 臨時窓口利用状況 

■5月 12日 ～ 6月 20日 ※内、窓口開館は、月曜・整理休館日を除く 34日 

【利用者】1,475 人（1 日平均 43.4 人） 【貸出冊数】5,069 冊（1 日平均 149.1 冊） 

■8月 7日 ～ 9月 16日  ※内、窓口開館は、月曜・整理休館日を除く 34日 

【利用者】2,175 人（1 日平均 64.0 人） 【貸出冊数】6,843 冊（1 日平均 201.3 冊） 

 

b)臨時休館中に実施したサービス 

・本のインターネット予約の実施（貸出中の本だけでなく、書棚にある本も予約対象に追加） 

・臨時窓口の開設（予約した本の受取、予約・リクエストカードの受付、利用者カードの 

新規登録）  

・電子図書館の利用申請（5 月 12 日 ～ 6 月 20 日の間） 

 

c)その他の取組み 

・「新しい生活様式」に基づく、館内のソファなど備品の配置見直し 

・〈利用者からの声を踏まえ〉資料の整理や書棚の改修  

（例/最下段の本が見やすくなるよう棚角度の改修［※2 参照］、 

児童書コーナーの仕切板の設置［※3 参照］ 等） 

・除籍した児童書他を、市内の小中高校、学童保育所、保育園・幼稚園、地域文庫など公共 

施設や公共的団体を対象（約 50 団体）に、内覧会を実施し無料提供（ブックリサイクル） 

 

②その他、施設整備 

a)＜カウンター＞ 

・飛沫感染対策強化のため、これまでの「フロアスタンド形の透明ビニルカーテン」を、 

「天井吊り形巻き上げ式の透明ロールスクリーン」に改修［※4 参照］ 

  

b)＜エントランスホールほか＞ 

・「非接触式サーマルカメラ付検温器」「足踏み式消毒スタンド」、また行事の際は「非接触型 

検温・消毒器」の設置［※5 参照］ 

 

 (6) 館内の環境整備 

a)＜正面自動扉付近＞ 

・経年劣化した床板の一部張替、備品の整理［※6 参照］などを行い、「郷土資料(中村哲医師・ 

船原古墳関連資料コーナー)」を正面に移設［※7 参照］ 

・エントランスホールの掲示板改修［※8 参照］、自動扉枠の塗装［※9 参照］ 

    

b)＜閲覧室内＞ 

・おすすめの本を手に取りやすく展示するため、「特別展示台」のリメイク［※10 参照］、 

「すのこ展示架」の設置(書架間の柱)［※11 参照］ 

・YA(ヤングアダルト)コーナーの刷新［※12 参照］、「郷土資料・行政資料コーナー」の刷新 

［※13 参照］ 

・拡大読書器の移設(大活字本の近くに)［※14 参照］ 
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